
別紙１ 

こちらは記載例です。 

汎用的な表現にしていますので、実際の提出時はこちらを参考に具体的に記載してください。 

 

補助事業計画書 

１．事業者概要 

 

 

フリガナ  カブシキガイシャ○○ 

代表者 

フリガナ   

名   称 

（会社・屋号） 

株式会社〇〇  

氏  名  ○○ ○○ 

役  職  代表取締役 

本社（本店） 

所  在  地 

〒000-0000 

ＴＥＬ   00-0000-0000  東京都世田谷区〇〇〇丁目〇

番〇号 

法人番号 

※法人のみ 

0000000000000 

事業者ＵＲＬ   

世田谷区内 

事業所所在地 

〒 

同上 

ＴＥＬ 同上 

連  絡 

担 当 者 

フリガナ 
 

部署 総務部 

氏  名 ○○ ○○  

役職 主任  

E-mail   ＴＥＬ 00-0000-0000 

設立年月日 

※西暦で記入 

 2000 年   ○月  ○日 資本金 １００万円 

役員数 ３人（監査役を含む） 

常時使

用する従

業員数 

１０人  

業  種 

（大分類等） 
○○業 

事業概要 

○○の製造・加工・提供を行う事業者として、材料の投入、加工、仕上げまでの工程を一貫

して行っている。少人数体制により業務を運営している。 

沿革は～ 

 

 

 

 



 

２. 補助事業計画 

① 補助対象事業（申請する補助対象事業を一つ選択）※併用不可 

 ☐№１：ＩＴを活用した販路拡大支援 

 ✓№２：生産性向上設備導入支援 

② 事業内容詳細 

＜現在の事業の状況や課題＞ 

現在、本事業においては、〇〇作業に使用する材料の投入工程を人手により行っている。 

材料の計量、投入、確認作業を都度手作業で対応しているため、作業時間が長く、従業員への身体的負担

も大きい状況である。 

また、投入量のばらつきや投入タイミングのズレが生じることがあり、作業効率や品質の安定化が課題とな

っている。 

 

＜当該補助金事業の申請に至った動機＞ 

限られた人員で安定したサービス提供を継続していくためには、作業工程の省力化および標準化が必要で

あると考えた。 

そこで、本補助金を活用し、自動材料投入機を導入することで、作業負担の軽減と業務効率の向上を図り、

生産性の改善を目指すこととした。 

 

③ 補助金を活用した取組内容 

＜開始予定年月日及び完了予定日＞    令和〇年〇月〇日 ～ 令和〇年〇月〇日 

＜当該補助金を活用した取り組み内容＞ 

①自動材料投入機の導入 

・材料の計量および投入作業を自動化し、手作業による工程を削減する。 

・一定量を安定して投入できる仕組みを構築し、作業精度の向上を図る。 

②作業工程の省力化・効率化 

・材料投入に要する作業時間を短縮し、従業員の身体的負担を軽減する。 

・作業の属人性を低減し、誰でも対応可能な体制を整備する。 

 

＜当該補助金を活用することによる見込める効果・予測及び把握方法＞ 

※補助金活用により見込まれる販路拡大や生産性向上効果、並びに補助事業後の売上や収益向上予測について、客観的測

定方法を含めて具体的な数値・手段で示すこと 

現在、当該作業には 1 日あたり約〇分を要しているが、本機器の導入により 1 日あたり約△分の作業時間

短縮が見込まれる。これにより、月間で約〇時間の作業時間削減を見込んでいる。 

削減された時間を他工程に充てることで、1 日あたりの処理件数を〇件から△件へ増加させ、月間で約〇

円、年間で約〇円の売上増加を目標とする。 

効果については、導入前後の作業時間、処理件数および月別売上高を記録・比較することで、客観的に測

定・把握し、実績報告において効果を報告する。 

各項目について記載内容が多い場合は、適宜行数を追加してください。 


